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天然ガス ハ イ ドレー ト海上輸送を目的とした

「
メ タ ンハ イ ドレ

ー
トペ レ ッ トの 分解限界温度

　　　及び分解速度に関す る実験的検討

　　　　　　 城田英之 、太田進

　　　　　　　　平成20年8月

　　　 第17回 日本 エ ネ ル ギ
ー学会大会

　天然ガス ハ イ ドレー トペ レ ッ ト （NGHP ）に は 、 分

解に よ りそ の 温度が初期状態から下がる性質があるこ

とが知られ て い る。海上輸送中の 荷役安全 の観点か ら

は、NGHP の 分解速度が充分に低い 温度領域の 下限界

（DLr ）を決定する こ とが重要 となる。
　本研究で は NGHP の DLr を決定す る ため、擬似断

熱状態 ・大気圧条件下 に置い たメ タン ハ イ ドレ
ー

トペ

レ ッ ト （MHP ）の 分解挙動を調べ た。分解の 状態が安

定 した MHP を試料に用い た今回 の 実験で は 、
　MHP の

分解に よ る温度低下 に よ っ て分解及び温度低下が更に

促進 され る ような現象は見られなか っ た。
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　 　 　 　 股定温度　（℃）

　　　　 図 擬似断熱試験に お ける

MHP の ハ イ ドレ
ー

ト分解率と温度 との 相関関係

　　 Astudy　 on 　 numerical 　 modeling 　for

　　　　　the　parametric　ro ！ling

　　　　　　　　 小川剛孝

　　　　　　　　平成21年6月

10th 　工nternational 　Conference　orl　 Stability　of

　　 Ships　and 　Ocean　Vehicles　（STAB2009 ）

　lMO 新 世代 非損 傷時復原 陛基準の 策定対象で ある事故シ

ナ リオの うち、パ ラメ トリソ ク横揺れ につ い て検討を行っ た。
パ ラ メ トリッ ク横揺れ が 激 し く発生 する よ うな条件下 で ヒ

ー
リン グモ

ー
メン トを計測 し、著者らが開発 した推定法の検

証 を行 っ た。この 結果 を も とに、パ ラメ トリッ ク樹 岳れ を直

接 推定す るた め の 適切 な数値モ デル の検討を行っ た。
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流体解析に よる機械的摩耗 によ る

　　　配管損傷箇所の推定

伊飼通明、岸本圭司、畑 中哲夫

　　　　　平成 21年 3月

　　　　バ ル ブ技報第62号

］5302s92
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図 パ ラメ トリッ ク横揺れ と波周期の 関係 （正 面 向波）

　　配 管 の 損傷原 因に は粒 子衝 突に よ る機械的摩耗や電 気

化学的腐食に よる もの が ある。これ らの 損傷原因を特定す

るこ とは困難で あるが、損傷原因に よっ て 損傷発生箇所が

異な る と考え られ る。そ こ で 、損 傷発 生箇 所 を特 定す るこ

とに よ り機械的 摩 耗の 損傷原因 を流 体 解析 （分 散相モ デ

ル ）か ら推定が可能か調 べ た。

　曲が り管は配管損傷原因の 1つ と考え られ、船舶で は 図

1に 示 す よ うに 曲 が り管 が多用 され て い る。そ こ で、実

験 ・解析モ デル は図2に示す3個連 続の 曲が り管の 配管系 と

し、実験 条件 の 組 み 合 わせ が多い こ とか ら2次 元的に接続

した配 管系 と した。実 験結果 と解析結果 を比 較す る と粒子

衝 突回 数に大きな誤差が あ る が、粒子 衝突回数の ピーク発

生箇所が 致 して い る こ とか ら、流体解析か ら粒子衝突に

よ る 配管損傷箇所 を推 定 で きる と考 え る。
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図 1船舶の 配 管系 図 2 実 験 ・
解圻の 配 管系

実船に よる船底塗料からの 防汚物質 の 溶出速度測定

　　　宮 田修 、 菅澤忍、小島隆司、柴 田俊明

　　　　 千 田　哲也、柴田清、渡邉兼人

　　　　　　　　　 平成21年

　 口本マ リン エ ン ジ ニ ア リン グ学会誌 第44巻 第2号

　　船底塗料か らの 防 汚物 質 の 溶 出速度を評 価す るた めに、

実 船 に塗装 試験 片を装着 し て航海後の 塗膜厚 さ減少量を測

定 した。亜酸化銅及び 銅 ピ リチ オ ンを防汚物質 とする 市販塗

料を塗装 した試験片を練習船の ビ ル ジキー
ル に装着 した。航

海後に試験片 を回収 し、試験前後の 膜厚変 化を測定 した。膜

厚 か ら求めた亜酸化 銅の 平均溶出速度は11，2〜40．1　”　91t　n21d

ay で あっ た。溶出速度は航海毎に差が あ り、平均船速及び 海

水温度が 高か っ た航海後に 測定された溶出速度が大 き くな

っ た。塗膜 断面 を観察 す る と、表面 近傍 に防汚物 質が溶出 し

たス ケル トン 層 の 形成 がみ とめ られた。得 られ た溶 出速度及

び塗 摸 構造 は 、 回転円筒試 験 と近 い 結果 で あ っ た。
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